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千代川水系大路川 洪水浸水想定区域図(計画規模)

（1）作成主体　　　　　　　　鳥取県

（2）指定年月日　　　　　　　平成3 0年6月5日

（3）告示番号　　　　　　　　鳥取県告示第3 9 0号

（4）指定の根拠法令　　　　　水防法（昭和2 4年法律第1 9 3号）第1 4条第1項

（5）対象となる水位周知河川　千代川水系大路川

　　　　　　　　　　　　　　（実施区間）

　　　　　　　　　　　　　　　大路川　　左岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　砂田川　　左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　砂田川（放水路）左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

（6）指定の前提となる降雨　　大路川流域の1時間最大雨量 6 7 m m

（7）関係市　　　　　　　　　鳥取市

（8）その他計算条件等　　　　大路川の氾濫区域を2 5 mメッシュに分割し、メッシュごとの浸水深を

　　　　　　　　　　　　　　 計算。浸水深の表示においては5 mメッシュの地盤高を基に設定。

　　　　　　　　　　　　　　 指定降雨は、日本全国を1 5区域に区分し、大路川流域が位置する山

　　　　　　　　　　　　　　 陰地域における時間別最大降雨量を包絡する降雨量から、大路川の流

　　　　　　　　　　　　　　 域面積に基づいた想定最大降雨量を求めて設定している。なお、想定

　　　　　　　　　　　　　　 最大降雨量は、気候変動（温暖化）等による降雨量の増加は加味して

　　　　　　　　　　　　　　 いない。



390号



千代川水系大路川 参考:洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域図）

（1）作成主体　　　　　　　　鳥取県

（2）対象となる水位周知河川　千代川水系大路川

　　　　　　　　　　　　　　（実施区間）

　　　　　　　　　　　　　　　大路川　　左岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　砂田川　　左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　砂田川（放水路）左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

（3）指定の前提となる降雨　　大路川流域の24時間最大雨量 624mm

（4）関係市　　　　　　　　　鳥取市

（5）その他計算条件等　　　　大路川の氾濫区域を25mメッシュに分割し、メッシュごとの浸水深を

　　　　　　　　　　　　　　 計算。浸水深の表示においては5mメッシュの地盤高を基に設定。

　　　　　　　　　　　　　　 指定降雨は、日本全国を15区域に区分し、大路川流域が位置する山

　　　　　　　　　　　　　　 陰地域における時間別最大降雨量を包絡する降雨量から、大路川の流

　　　　　　　　　　　　　　 域面積に基づいた想定最大降雨量を求めて設定している。なお、想定

　　　　　　　　　　　　　　 最大降雨量は、気候変動（温暖化）等による降雨量の増加は加味して

　　　　　　　　　　　　　　 いない。



「 こ の地図は、 測量法第 43 条に基づく 複製承認を得て、 鳥取都市計画図を複製し たも のです。（ 承認番号平成 30 年 3 月 6 日付け鳥取市指令都都３ ４ ４ ） 号」

 １ ． 説明文 

① こ の図は水位周知河川千代川水系大路川の水位周知区間およびその影響区間について、水防法の規定に

より 指定さ れた浸水想定区域と 、 当該区域が浸水し た場合に想定さ れる水深その他を示し たも のです。 

② こ の浸水想定区域等は、 平成28年9月時点の大路川の河道の整備状況等を勘案し て、 「 概ね100年に1回
程度発生すると 想定さ れる降雨」 に伴う 洪水により 大路川が氾濫し た場合の浸水の想定をシミ ュレー
ショ ンにより 予測し たも のです。 

③ なお、 こ の浸水シミ ュ レーショ ンの実施にあたっ ては、 水位周知区間以外の支川氾濫、 シミ ュ レーショ

ンの前提と なる降雨を超える規模の降雨、 高潮及び内水による氾濫等は考慮し ていませんので、 こ の洪

水浸水想定区域に指定さ れていない区域においても 浸水が発生する場合や想定さ れる水深・ 浸水継続時

間が実際の浸水深・ 浸水継続時間と 異なる場合があり ます。  

 

２ ． 基本事項 

（ １ ） 作成主体 鳥取県 

（ ２ ） 指定年月日 平成30年 6月 5日  

（ ３ ） 告示番号 鳥取県告示第 号 

（ ４ ） 指定の根拠法令 水防法（ 昭和 24 年法律第 193 号）  第 14 条第１ 項 

（ ５ ） 対象と なる水位周知河川 千代川水系大路川 

 （ 実施区間）  

 大路川 左岸： 鳥取県鳥取市久末地先から 直轄管理区間上流端 

 右岸： 鳥取県鳥取市久末地先から 直轄管理区間上流端 

 砂田川 左岸： 鳥取県鳥取市津ノ 井地先から 大路川合流点 

  右岸： 鳥取県鳥取市津ノ 井地先から 大路川合流点 

 砂田川( 放水路) 左岸： 鳥取県鳥取市津ノ 井地先から 大路川合流点 

  右岸： 鳥取県鳥取市津ノ 井地先から 大路川合流点 

（ ６ ） 指定の前提と なる降雨 大路川流域の 1 時間最大雨量 73. 5mm 

（ ７ ） 関係市 鳥取市 

（ ８ ） その他計算条件等 大路川の氾濫区域を 25mメ ッ シュ に分割し 、メ ッ シュ ごと の浸水深を

計算。 浸水深の表示においては 5mメ ッ シュ の地盤高を基に設定。  

 指定降雨は、 日本全国を 15 区域に区分し 、 大路川流域が位置する山

陰地域における時間別最大降雨量を包絡する降雨量から 、大路川の流

域面積に基づいた想定最大降雨量を求めて設定し ている。 なお、 想定

最大降雨量は、 気候変動（ 温暖化） 等による降雨量の増加は加味し て

いない。  

 凡例

 

浸水した場合に想定される水深(ランク別)

 

 

 

 

1.0m～3.0m 未満の区域 

0.5m～1.0m 未満の区域 

0.3m～0.5m 未満の区域 

 
0.3m 未満の区域 

河川等範囲 

市町村界 

浸水想定区域の指定の対象とな

る水位周知河川とその影響区間 

 

  千代川水系大路川 参考： 洪水浸水想定区域図（ 1/100 規模）  

（1）作成主体　　　　　　　　鳥取県

（2）対象となる水位周知河川　千代川水系大路川

　　　　　　　　　　　　　　（実施区間）

　　　　　　　　　　　　　　　大路川　　左岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　砂田川　　左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　砂田川（放水路）左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

（3）指定の前提となる降雨　　大路川流域の1時間最大雨量 74mm

（4）関係市　　　　　　　　　鳥取市

（5）その他計算条件等　　　　大路川の氾濫区域を25mメッシュに分割し、メッシュごとの浸水深を

　　　　　　　　　　　　　　 計算。浸水深の表示においては5mメッシュの地盤高を基に設定。

　　　　　　　　　　　　　　 指定降雨は、日本全国を15区域に区分し、大路川流域が位置する山

　　　　　　　　　　　　　　 陰地域における時間別最大降雨量を包絡する降雨量から、大路川の流

　　　　　　　　　　　　　　 域面積に基づいた想定最大降雨量を求めて設定している。なお、想定

　　　　　　　　　　　　　　 最大降雨量は、気候変動（温暖化）等による降雨量の増加は加味して

　　　　　　　　　　　　　　 いない。



（1）作成主体　　　　　　　　鳥取県

（2）対象となる水位周知河川　千代川水系大路川

　　　　　　　　　　　　　　（実施区間）

　　　　　　　　　　　　　　　大路川　　左岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市久末地先から直轄管理区間上流端まで

　　　　　　　　　　　　　　　砂田川　　左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　砂田川（放水路）左岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸：鳥取県鳥取市津ノ井地先から大路川合流点

（3）指定の前提となる降雨　　大路川流域の1時間最大雨量 51mm

（4）関係市　　　　　　　　　鳥取市

（5）その他計算条件等　　　　大路川の氾濫区域を25mメッシュに分割し、メッシュごとの浸水深を

　　　　　　　　　　　　　　 計算。浸水深の表示においては5mメッシュの地盤高を基に設定。

　　　　　　　　　　　　　　 指定降雨は、日本全国を15区域に区分し、大路川流域が位置する山

　　　　　　　　　　　　　　 陰地域における時間別最大降雨量を包絡する降雨量から、大路川の流

　　　　　　　　　　　　　　 域面積に基づいた想定最大降雨量を求めて設定している。なお、想定

　　　　　　　　　　　　　　 最大降雨量は、気候変動（温暖化）等による降雨量の増加は加味して

　　　　　　　　　　　　　　 いない。


